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八
月
―
お
盆
―
迎
え
火
・
送
り
火 
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八
月
―
お
盆
の
行
事
は
、
お
正
月
の
行
事
と
似
て
い
ま
す
。
日
本
で
は
昔
か
ら
、 

 
 

―
盆
と
正
月
が
一
度
に
来
た
よ
う
な
― 

 
 

と
い
っ
た
ふ
う
に
、
盆
と
正
月
を
ワ
ン
・
セ
ッ
ト
に
し
て
考
え
て
い
ま
し
た
。 

 

お
正
月
と
い
う
の
は
、
カ
ミ
に
な
っ
た
ご
先
祖
様
の
霊
魂
を
各
自
の
家
に
迎
え
る
行
事
で
す
。

お
正
月
に
は
門
松
を
た
て
ま
す
。
そ
の
門
松
に
カ
ミ
が
招
き
よ
せ
ら
れ
る
と
い
う
の
で
す
。
そ

れ
に
対
し
て
お
盆
は
、
ま
だ
カ
ミ
に
な
っ
て
い
な
い
、
ホ
ト
ケ
の
段
階
に
あ
る
ご
先
祖
様
の
霊

魂
が
そ
れ
ぞ
れ
の
家
に
帰
っ
て
こ
ら
れ
る
の
を
迎
え
る
行
事
で
す
。
だ
い
た
い
に
お
い
て
、
三

十
三
回
忌
が
終
わ
っ
て
い
な
い
霊
魂
が
ホ
ト
ケ
で
す
。
三
十
三
回
忌
が
終
わ
る
と
、
ご
先
祖
様

の
霊
魂
は
カ
ミ
に
な
り
ま
す
。
だ
か
ら
三
十
三
回
忌
を
弔
い
上
げ
と
い
っ
て
い
ま
す
。
お
盆
は

ま
た
精
霊
会
（
し
ょ
う
り
ょ
う
え
）
と
も
呼
ば
れ
、
精
霊
と
い
う
の
は
ホ
ト
ケ
の
こ
と
な
の
で

す
。
お
盆
（
精
霊
会
）
に
は
ホ
ト
ケ
が
帰
っ
て
こ
ら
れ
る
の
で
す
か
ら
、
こ
れ
を
迎
え
る
た
め

に
精
霊
棚
が
作
ら
れ
ま
す
。
こ
の
精
霊
棚
が
お
正
月
の
門
松
と
同
じ
意
味
合
い
を
も
っ
て
い
る

の
で
す
。 

 

お
盆
は
、
昔
は
旧
暦
の
七
月
十
五
日
の
行
事
で
し
た
。
い
わ
き
で
は
現
在
は
、
月
遅
れ
の
八

月
十
五
日
が
一
般
化
し
て
、
精
霊
迎
え
は
八
月
十
三
日
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
お
盆

が
終
わ
る
と
八
月
十
六
日
に
は
精
霊
流
し
が
行
わ
れ
ま
す
。
家
々
に
迎
え
て
い
た
ご
先
祖
様
の

霊
魂(

ホ
ト
ケ)

を
川
や
海
に
送
り
出
し
た
も
の
で
す
。 

 

お
盆
に
は
ご
先
祖
様
の
霊
魂
が
各
自
の
家
に
戻
っ
て
こ
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
を
迎
え

火
を
灯
し
て
一
族
が
集
ま
っ
て
お
迎
え
す
る
の
で
す
。
だ
か
ら
お
盆
は
め
で
た
い
行

事
な
の
で
す
。
昔
の
人
は
、
「
結
構
な
お
盆
で
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
挨

拶
し
ま
し
た
。
た
だ
し
、
一
年
以
内
に
近
親
者
を
亡
く
し
た
新
盆
の
家
も
あ
り
、
そ

う
い
う
人
に
は
、｢

新
盆
で
お
淋
し
ゅ
う
ご
ざ
い
ま
す｣

と
い
っ
た
言
葉
を
か
け
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
お
盆
に
は
親
族
の
全
員
が
集
ま
っ
て
ご
先
祖
様
を
お
迎
え
す

る
こ
と
が
大
事
で
す
。
そ
し
て
、
み
ん
な
で
一
緒
に
食
事
を
し
ま
す
。 

 

遠
く
に
離
れ
て
い
た
子
供
た
ち
も
、
お
盆
に
な
る
と
親
の
家
に
お
土
産
持
っ
て
帰

っ
て
き
ま
す
。
み
ん
な
で
一
緒
に
食
事
を
す
る
た
め
の
お
土
産
だ
か
ら
、
た
い
て
い

は
食
料
品
で
す
。
そ
の
よ
う
な
お
土
産
が
お
中
元
だ
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
ゆ
え
昔
は
、

お
中
元
は
親
族
の
間
で
の
遣
り
取
り
で
し
た
が
近
年
は
す
っ
か
り
変
わ
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。 

 

そ
れ
か
ら
、
盆
踊
り
が
あ
り
ま
す
。
盆
踊
り
と
い
う
の
は
、
ご
先
祖
様
の
霊
魂
の

鎮
め
を
や
っ
て
い
る
の
で
す
。
こ
の
よ
う
に
お
盆
と
い
う
の
は
、
日
本
人
独
特
の
行

事
で
、
仏
教
の
行
事
と
い
う
よ
り
、
日
本
民
族
の
伝
統
的
な
宗
教
行
事
な
の
で
し
ょ

う
。 

 
｢

望
洋
荘｣

に
在
住
し
て
い
る
方
々
は
、
こ
こ
を
「
終
の
棲
家
」
と
し
て
生
活
を
楽

し
ん
で
い
ま
す
。
職
員
は
家
族
の
一
員
と
し
て
、
お
盆
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
、
迎

え
火
を
灯
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ご
先
祖
様
を
迎
え
て
あ
げ
て
、
心
温
ま
る
食
事
会
を
し

て
下
さ
い
。
各
ユ
ニ
ッ
ト
で
お
盆
の
行
事
の
催
し
も
い
い
で
す
ね
。
八
月
十
六
日
に

は
送
り
火
を
灯
し
日
本
人
の
心
の
行
事
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
心
の
中

に
焼
き
付
け
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。 

 

＊
参
考
資
料
－
「
お
盆
の
は
な
し
」
ひ
と
と
き
六
巻
八
号
ひ
ろ 

さ
ち
や
著 

 

第 ３ 3 号 

平成 1８年 

8 月 発 行 
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八
月
四
日
（
金
）
午
後
七
時
よ
り
一
時
間
、
正
面
玄
関
前

に
て
花
火
大
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。 

                        

   

八
月
十
二
日
（
土
）
午
後
六
時
に
出
発
し
て
、
沼
の
内
第

一
公
園
で
行
わ
れ
て
い
る
盆
踊
り
を
見
学
し
て
来
ま
し
た
。 

                        

   

八
月
十
六
日
（
水
）
お
昼
の
時
間
に
永
崎
ユ
ニ
ッ
ト
の
軒

下
に
て
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
行
い
ま
し
た
。 

                        

「
盆
踊
り
見
学
」
豊
間
ユ
ニ
ッ
ト 
「
花
火
大
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。 

「
バ
ー
べ
キ
ュ
ー
」
永
崎
ユ
ニ
ッ
ト 

入居者様全員参加で行われました。花火を手にもって火を付けてもらって楽しんだり、色とりどり
の花火を見て楽しんで頂きました。皆様には夏の季節を大いに味わって戴けたと思います。初めて
の夜の行事であり不安もありましたが、楽しく実施する事が出来ました。 

 豊間ユニットの入居者様 10 名を『沼の内地区盆踊り』に行って来ました。3 名の入居者様は数年
ぶりに浴衣に袖を通したと大喜びでした。又、久しぶりに見た盆踊りに普段では見られないほどの
笑顔がたくさん見られました。 

 永崎ユニットの入居者様 11 名が参加されました。比較的お肉が好きな方が多く、バーベキューを
やりたいとユニット職員が企画して行われました。初の試みでありましたが、入居者様も大喜びで、
焼肉や野菜そしてカレーライス・やきそば・つぶ貝の炊込ご飯を美味しく食べられました。 



古今亭 右朝 師匠  
（第 21回いわき寄席 H5.2.18）  
水ぬるむ 

   頃の酒なり 

      枡で冷や 

桂 幸丸 師匠  
（第 22回いわき寄席 H5.４.22）  

笑 ＭＡＮ 

（ショウマン） 

桂 幸丸 

古今亭 右朝 師匠  
（第 21回いわき寄席 H5.2.18）  
 
田中家の角栄君 

    子供の頃の夢 

 

古今亭 右朝 師匠  
（第 21回いわき寄席 H5.2.18）   
おのれが生きてると 

思ったら大間違い 
お前は生かされているのだ 
南無阿弥陀仏 南妙法蓮華喬 

古今亭 右朝 師匠  
（第 21回いわき寄席 H5.2.18）   

愛 話 成 仏 
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「
い
わ
き
寄
席
」
出
演
者
の
直
筆
の
色
紙
を
紹
介
致
し
ま
す
。 

 

古
今
亭 

右
朝
師
匠
の
作
品
で
す
。 

○
第
二
一
回
記
念
い
わ
き
寄
席 

平
成
五
年
二
月
十
八
日 

 
 
 

（
演
目
）
試
し
酒
、
中
村
仲
蔵 

○
第
五
一
回
記
念
い
わ
き
寄
席 
平
成
十
年
二
月
二
四
日 

 
 
 

（
演
目
）
百
年
目
、
粗
忽
の
使
者 

                   

                 

桂 

幸
丸
師
匠
の
作
品
で
す
。 

○
第
二
二
回
記
念
い
わ
き
寄
席 

平
成
五
年
四
月
二
二
日 

 
 
 

（
演
目
）
東
北
新
幹
線
、
片
棒 

        

   

い
わ
き
寄
席
の
始
ま
り
は
、
平
成
元
年
八
月
二
三
日
に
第

一
回
い
わ
き
寄
席
を
開
催
し
、
一
八
年
の
間
に
数
多
く
落
語

家
さ
ん
に
起
こ
し
頂
き
、
多
く
の
い
わ
き
の
方
々
に
落
語
の

楽
し
さ
を
伝
え
る
事
が
出
来
た
と
思
い
ま
す
。
今
回
は
百
回

と
い
う
節
目
の
会
を
迎
え
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
ま
だ
お
聴

き
に
来
た
事
が
無
い
方
は
、
是
非
こ
の
機
会
に
、
ご
来
場
く

だ
さ
い
。 

  

平
成
一
八
年
一
〇
月
二
四
日
（
火
） 

午
後
六
時
三
〇
分
開
演 

入
場
無
料 

 

場
所
『
い
わ
き
市
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
』 

演 

者 

落
語
家 五

街
道 

雲
助 

師
匠 

 

      

噺
と
囃
子 

太
田 

そ 

の 

さ
ん 

 

柳
亭 

こ
み
ち 

 

さ
ん 

   

「
い
わ
き
寄
席
」
出
演
者
の
色
紙
集
か
ら

 

「
第
一
〇
〇
回
記
念
い
わ
き
寄
席
」
の
ご
案
内 

芸 暦 
昭和４３年 ２月 
 明治大学中退後、十代目金原亭馬生

に入門 前座名「駒七」 
昭和４７年１１月 

二ツ目昇進 「五街道雲助」と改名 
昭和５６年  

真打昇進 
得意ネタ 

廓噺 圓朝噺 
趣   味 

パソコン ビデオ鑑賞 ゼビウス 

ごかいどう    くもすけ 

五街道  雲助 
 
本   名 
若林 恒夫 

生年月日 
昭和 22 年 3 月 2 日 

出 身 地 
東京本所 

ご家族、お 友達お 誘いの上お いで 下さ い 

―笑う 門には福来ると いいま す。 

笑いは家族円満― 

主催 医療法人あ さ う ら 会 須田医院 
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八
月
八
日
（
火
）
一
〇
時
か
ら
約
一
時
間
半
、
平
の
七
夕

を
見
物
に
行
き
ま
し
た
。 

                        

   

八
月
二
日
（
木
）
一
〇
時
か
ら
約
一
時
間
半
、
フ
ラ
ワ
ー

セ
ン
タ
ー
に
て
各
種
花
々
を
観
賞
し
て
来
ま
し
た
。 

                        

                            

編
集
後
記 

『
望 

洋 

荘
』
便
り 

平
成
十
八
年
八
月
一
日
発
行 

発
行
所 

い
わ
き
市 平

豊
間
字
合
磯
三
十
九
番
地 

 
 

  

社
会
福
祉
法
人 

り
ん
さ
く
福
祉
会 

 
 
 
 
 

  

介
護
老
人
福
祉
施
設 

望
洋
荘 

電 

話 
 

（
０
２
４
６
）
５
５
‐
７
３
７
３ 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

 

（
０
２
４
６
）
５
５
‐
７
２
５
５ 

今
月
の
言
葉
そ
の

（
倫
理
研
究
所
編
標
語
集
か
ら
） 

「
平
の
七
夕
見
物
」
薄
磯
ユ
ニ
ッ
ト 

「
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
」
に
行
っ
て
来
ま
し
た
。 

 薄磯ユニットの入居者様 6 名で七夕を見学に行ってきました。見物するのは皆様数十年ぶりとの
事でした。色々と綺麗に飾り付けされた町並みを見物したり、カキ氷を食べたりと大変楽しまれてい
ました。昔からのお店を見付けて、懐かしがる光景などもありました。 

四倉・薄磯ユニット各４名、合計８名の入居者様参加されました。フラワーセンターで様々な花や
樹々を観賞しました。久しぶりの外出であり、広々としたセンター内を自由に散策されとっても気持
ち良く楽しみました。 

 

望
洋
荘
が
開
設
し
て
早
く
も
三
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
開
設
当

初
（
望
洋
荘
便
り
平
成
十
五
年
二
月
号
）
に
『
望
洋
荘
入
居
者
家

族
の
会
』
に
つ
い
て
、
当
法
人
理
事
長
よ
り
提
案
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
が
、
私
ど
も
の
不
手
際
で
、
放
置
し
た
ま
ま
の
状
態
と
な
っ
て

お
り
ま
し
た
事
、
誠
に
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

『
望
洋
荘
入
居
者
家
族
の
会
』
は
、
望
洋
荘
に
入
居
さ
れ
て
い
る

入
居
者
様
の
ご
家
族
で
構
成
さ
れ
、
悩
み
事
や
施
設
に
対
し
て
の

疑
問
や
要
望
な
ど
を
、
気
軽
に
話
し
合
い
、
互
い
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
り
ま
す
。
今
ま
で
施
設
に
対
し
て
遠
慮
し
て
言
え
な

か
っ
た
事
な
ど
、
『
望
洋
荘
入
居
者
家
族
の
会
』
と
い
う
大
き
な
力

で
、
意
見
や
要
望
を
出
し
た
り
す
る
事
も
出
来
ま
す
。
施
設
は
皆

様
が
、
気
軽
に
集
ま
ら
れ
る
心
の
よ
り
所
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
様
な
環
境
作
り
の
為
に
、
『
望
洋
荘
入
居

者
家
族
の
会
』
の
結
成
を
考
え
て
い
ま
す
。 

 

お
願
い
に
な
り
ま
す
が
、
も
し
『
望
洋
荘
入
居
者
家
族
の
会
』
の

世
話
役
を
引
受
け
て
頂
け
る
ご
家
族
様
が
居
ら
れ
ま
し
た
ら
生

活
相
談
員
（
小
田
・
坂
本
・
勝
見
）
ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
ま
す

様
、
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

面
倒
な
事
務
等
は
施
設
職
員
が
お
手
伝
い
さ
せ
て
頂
き
ま
す
の

で
是
非
お
願
い
致
し
ま
す
。 

『
望
洋
荘
入
居
者
家
族
の
会
』
を
作
る
提
案 


